

















































































6　 たとえば小宮豊隆「阿部次郎を語る」 （一） ～ （三） （『阿部次郎全
集』月報 5-7, 1961年）参照。

























































































10   漱石の友人で，東京帝国大学教授（美学専攻）。阿部がしばし
ば大塚に親しんだ様子は，日記の 1917年（大正 6）5月 3日条，
1920年（大正 9）10月 9日条，1921年（大正 10）11月 25日
条などに見える。阿部が東北帝国大学赴任を決める際にも，相
談し「よからう」と背中を押したのは「大塚先生」であった（日


















































































12   日記の 1902年（明治 35）10月 31日条には「夜，第一学期全
寮ノ茶話会アリ，近来校事脳ヲ刺激スルコト多シ」とある。
当時の茶話会の状況は注 2竹内著書 pp.90-91も参照。
13  『阿部次郎全集』第 6巻（角川書店，1961年）p.177。
14   主として『日本大百科全書』小学館による。（https://kotobank.




























































































































































16   『阿部次郎全集』第 6巻（角川書店，1961年）p.210。
17   同前 p.200。
18   同前 p.214。
19   同前 p.216。
20   阿部の大学就職をめぐる動きについては，注２竹内著書に多
くを学んだ。























































































23   『阿部次郎全集』第 14巻 p.368下。
24   同前 p.370上。
25   同前 p.395上，p.397上，p.404下。
26   日記によると，阿部が初めて仙台を訪問したのは 1919年（大
正 8）8月 6日，帰省の途次だった。日記には「仙台は思つた
よりいゝところ也」の文字がみられる（『阿部次郎全集』第 14
巻 p.292上）。なお「仙台の 7年」（『阿部次郎全集』第 10巻所
収）も参照。
27   「夏目先生の談話」。『全集』第 7巻（角川書店，1961年）p.165。
28   その一端は「法文学部の思ひ出」（『阿部次郎全集』第 17巻所収）
など参照。
 
